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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】
１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期
第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期
第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

第41期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 567,273 539,552 187,435 177,173 758,674

経常利益 (百万円) 24,790 33,232 9,807 10,743 33,414

四半期(当期)純利益 (百万円) 13,623 17,582 5,584 5,851 25,541

純資産額 (百万円) － － 144,891 172,941 158,115

総資産額 (百万円) － － 2,114,5892,124,8342,132,892

１株当たり純資産額 (円) － － 1,287.561,541.511,410.61

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) 127.78 164.92 52.38 54.89 239.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期）純利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) － － 6.5 7.7 7.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 154,940 69,908 － － 194,308

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △8,286 23,829 － － △8,948

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △277,743△117,127 － － △306,146

現金及び現金同等物の
四半期末(期末）残高

(百万円) － － 40,885 27,344 50,947

従業員数 (人) － － 1,743 1,721 1,732

（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況
　 平成22年12月31日現在

従業員数(人) 1,721 (229)

（注）従業員数は、就業人員数(当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。)であり、臨時雇用者数は(  )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2) 提出会社の状況
　 平成22年12月31日現在

従業員数(人) 1,162 (97)

（注）従業員数は、就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であり、臨時雇用者

数は(  )内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】
１ 【営業取引の状況】

(1) 契約実行高

当第３四半期連結会計期間における契約実行高の実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 契約実行高(百万円) 前年同四半期比(％)

賃貸・割賦事業

ファイナンス・リース 109,865 －

オペレーティング・リース 11,229 －

賃貸取引計 121,094 －

割賦取引 38,093 －

賃貸・割賦事業計 159,187 －

ファイナンス事業 93,604 －

合計 252,792 －

(注）１. オペレーティング・リースは、賃貸物件の取得価額を記載しております。なお、再リース取引の実行額は含ん

でおりません。

２. 賃貸取引については、当第３四半期連結会計期間に取得した賃貸用資産の取得価額、割賦取引については、割

賦債権から割賦未実現利益を控除した額を表示しております。

(2) 営業資産残高

第３四半期連結会計期間における営業資産残高をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間

期末残高(百万円) 構成比(％)

賃貸・割賦事業

ファイナンス・リース 1,244,809 63.4

オペレーティング・リース 126,901 6.5

賃貸取引計 1,371,710 69.9

割賦取引 196,069 10.0

賃貸・割賦事業計 1,567,780 79.9

ファイナンス事業 394,526 20.1

合計 1,962,306 100.0

(注）割賦取引については、割賦債権から割賦未実現利益を控除した額を表示しております。
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(3) 営業実績

第３四半期連結会計期間における営業実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

当第３四半期連結会計期間

セグメントの名称
売上高
(百万円)

売上原価
(百万円)

差引利益
(百万円)

資金原価
(百万円)

売上総利益
(百万円)

賃貸・割賦
事業

ファイナンス・リース 134,144 － －

－ －

オペレーティング・リース 15,150 － －

賃貸取引計 149,295132,38716,907

割賦取引 23,215 21,947 1,268

賃貸・割賦事業計 172,510154,33418,175

ファイナンス事業 3,021 587 2,433

その他 1,641 1,255 386

合計 177,173156,17720,995 3,537 17,458

(注）売上高について、セグメント間の内部売上高または振替高は含まれておりません。

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日(平成23年２月７日)現在において当社グループが判断した

ものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の回復などを背景に、輸出、生産、設備投資など一部に

緩やかながら持ち直しの動きが見られるものの、政府の景気刺激策の効果一巡や円高の進行など、依然として先行き

不透明な状況が続いております。　

このような状況下、当社グループにおきましては、伊藤忠商事株式会社の連結子会社とインドネシアに合弁リース

会社の設立に向けた基本合意をするとともに、当社連結子会社である東瑞盛世利融資租賃有限公司が中国北京市へ分

公司を開設するなど、伊藤忠グループとの協業と、中国・アジア事業の更なる強化を推進してまいりました。　

事業の成果としましては、当第３四半期連結会計期間の契約実行高は前年同四半期に比べて72.4％増の2,527億92

百万円となりました。　

損益面については、売上高は前年同四半期に比べて5.5％減の1,771億73百万円となりました。また、営業利益は同

10.8％増の97億65百万円、経常利益は同9.5％増の107億43百万円、四半期純利益は4.8％増の58億51百万円となりまし

た。　

　

　
前第３四半期
連結会計期間
(百万円)

当第３四半期
連結会計期間
(百万円)

増減

金額(百万円) 増減率(％)

売上高 187,435 177,173 △10,261 △5.5

営業利益 8,812 9,765 952 10.8

経常利益 9,807 10,743 935 9.5

四半期純利益 5,584 5,851 267 4.8

　
(セグメント別業績の概況)

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　賃貸・割賦事業

賃貸・割賦事業では、契約実行高は1,591億87百万円となりました。また、売上高は1,725億10百万円、営業利益は

104億42百万円となりました。

②  ファイナンス事業

ファイナンス事業では、契約実行高は936億４百万円となりました。また、売上高は30億21百万円、営業利益は11

億19百万円となりました。　
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(2) 資産、負債及び純資産の状況

①  総資産

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて80億円58百万円（0.4％）減少し２兆

1,248億34百万円となりました。主な要因は、営業資産の増加及び有価証券等の減少であります。

○営業資産

当第３四半期連結会計期間末の営業資産残高は、前連結会計年度末に比べて243億51百万円（1.3％）増加

し、１兆9,623億６百万円となりました。

セグメント別残高は、賃貸・割賦事業が1兆5,677億80百万円、ファイナンス事業が3,945億26百万円であり

ます。

② 負債

当第３四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末に比べて228億84百万円（1.2％）減少し１兆

9,518億92百万円となりました。主な要因は、有利子負債の減少であります。

○有利子負債

有利子負債は、前連結会計年度末に比べて357億51百万円（2.0％）減少し１兆7,140億24百万円となりまし

た。

有利子負債の内訳でみると、短期調達においては、コマーシャル・ペーパーが671億円（12.7％）増加し

5,966億円となったこと及び短期借入金が545億20百万円（26.4％）増加し2,609億36百万円となったこと等か

ら、前連結会計年度末に比べて1,226億20百万円（16.4％）増加し8,705億36百万円となりました。長期調達にお

いては、長期借入金が1,214億97百万円（13.3％）減少し7,902億31百万円となったこと及び債権流動化に伴う

長期支払債務が378億74百万円（42.3％）減少し517億55百万円となったこと等から、前連結会計年度末に比べ

て1,583億72百万円（15.8％）減少し8,434億87百万円となりました。　

③ 純資産

純資産は前連結会計年度末に比べて148億25百万円（9.4％）増加し1,729億41百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金が136億47百万円増加したことであります。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて

0.6ポイント上昇し7.7％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）

　 前第３四半期
連結会計期間

当第３四半期
連結会計期間

増減額

営業活動キャッシュ・フロー 69,913 △13,080 △82,993

投資活動キャッシュ・フロー △6,907 △1,635 5,272

財務活動キャッシュ・フロー △87,879 16,353 104,232

現金・現金同等物四半期末残高 40,885 27,344 △13,540

 
① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動では、130億80百万円の支出（前第３四半期連結会計期間は699億13百万円の収入）となりました。これ

は、割賦債権の増加額148億55百万円、営業貸付債権の増加額165億90百万円及び賃貸資産の取得による支出112億

29百万円等に対し、賃貸資産減価償却費及び除却損が81億74百万円、リース債権及びリース投資資産の減少額が23

億86百万円及び仕入債務の増加額が34億８百万円となったことが主因であります。　

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動では、投資有価証券の取得による支出５億11百万円等により、16億35百万円の支出（前第３四半期連結

会計期間は69億７百万円の支出）となりました。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動では、長期借入金の借入681億70百万円、短期借入金の増加額265億32百万円及びコマーシャル・ペー

パーの増加額141億円等に対し、長期借入金の返済800億95百万円及び債権流動化の返済113億64百万円等により、

163億53百万円の収入（前第３四半期連結会計期間は878億79百万円の支出）となりました。

これらにより、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、273億44百万円となりました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】
１ 【賃貸資産】

(1) 設備投資等の概要

当社グループ（当社及び連結子会社）における当第３四半期連結会計期間の賃貸資産設備投資(無形固定資産を

含む)は、次のとおりであります。

区分 取得価額(百万円)

オペレーティング・リース資産 11,229

(注)  ファイナンス・リース取引終了後の再リース契約の締結により、リース投資資産から振替えた資産を含んでおり

ません。

　

当第３四半期連結会計期間において、賃貸取引の終了等により売却・除却した資産の内訳は次のとおりでありま

す。

区分 帳簿価額(百万円)

オペレーティング・リース資産 1,980

　

(2) 主要な設備の状況

当社グループ（当社及び連結子会社）における賃貸資産は、次のとおりであります。

区分 帳簿価額(百万円)

オペレーティング・リース資産 126,901

　

(3) 設備の新設、除却等の計画

重要な設備の新設・除却等の計画はありません。なお、取引先との契約等に基づき、オペレーティング・リースに

係る資産の取得及び除却等を随時行っております。

２ 【自社用資産】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。
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第４ 【提出会社の状況】
１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年２月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 106,624,620 106,624,620
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限
定のない当社におけ
る標準となる株式(単
元株式数100株）

計 106,624,620 106,624,620 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年10月１日～
　　平成22年12月31日

－ 106,624 － 34,231 － 5,537

　
(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】
　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式        10,600 －
「１（1）② 発行済株式」の「内
容」欄に記載のとおりであります。

完全議決権株式(その他) 普通株式   106,445,2001,064,452 同上

単元未満株式 普通株式       168,820 － 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 106,624,620 － －

総株主の議決権 － 1,064,452 －

　

② 【自己株式等】
　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

東京センチュリーリース
株式会社

東京都港区浜松町
二丁目４番１号

10,600 － 10,600 0.01

計 － 10,600 － 10,600 0.01

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 1,3081,2801,2021,1511,1641,1141,2021,2591,385

最低(円) 1,2181,1131,0721,0241,0361,001 985 1,1211,225

(注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

東京センチュリーリース株式会社(E05346)

四半期報告書

11/34



第５ 【経理の状況】
１. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平

成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結会計期間

(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31

日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２. 監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期

間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による

四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

東京センチュリーリース株式会社(E05346)

四半期報告書

12/34



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,150 31,632

割賦債権 208,163 214,459

リース債権及びリース投資資産 ※3
 1,244,809

※3
 1,288,872

営業貸付債権 317,765 256,693

営業投資有価証券 70,419 63,981

その他の営業資産 1,608 1,452

賃貸料等未収入金 13,904 17,742

有価証券 3,000 20,000

商品及び製品 1,079 961

繰延税金資産 4,671 4,223

その他の流動資産 ※5
 35,057 42,069

貸倒引当金 △7,370 △9,993

流動資産合計 1,918,258 1,932,095

固定資産

有形固定資産

賃貸資産 ※1
 127,310

※1
 121,658

社用資産 ※1
 3,239

※1
 3,228

有形固定資産合計 130,549 124,886

無形固定資産

賃貸資産 343 331

その他の無形固定資産 5,753 4,007

無形固定資産合計 6,096 4,339

投資その他の資産

投資有価証券 46,157 43,270

破産更生債権等 ※4
 7,671

※4
 11,069

繰延税金資産 7,122 7,871

その他の投資 12,437 13,582

貸倒引当金 ※4
 △3,459

※4
 △4,223

投資その他の資産合計 69,928 71,571

固定資産合計 206,575 200,796

資産合計 2,124,834 2,132,892
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※5
 101,462 95,690

短期借入金 260,936 206,416

1年内償還予定の社債 1,500 500

1年内返済予定の長期借入金 303,834 336,745

コマーシャル・ペーパー 596,600 529,500

債権流動化に伴う支払債務 13,000 12,000

1年内支払予定の債権流動化に伴う長期支払
債務

34,539 44,963

未払法人税等 9,475 2,150

繰延税金負債 389 －

割賦未実現利益 12,093 13,920

賞与引当金 951 1,546

役員賞与引当金 56 64

その他の流動負債 45,253 49,376

流動負債合計 1,380,094 1,292,873

固定負債

長期借入金 486,397 574,984

債権流動化に伴う長期支払債務 17,216 44,666

繰延税金負債 3,848 3,258

退職給付引当金 1,008 980

役員退職慰労引当金 80 50

メンテナンス引当金 140 162

負ののれん 235 1,303

その他の固定負債 62,871 56,495

固定負債合計 571,798 681,903

負債合計 1,951,892 1,974,776

純資産の部

株主資本

資本金 34,231 34,231

資本剰余金 5,537 5,537

利益剰余金 124,939 111,292

自己株式 △10 △8

株主資本合計 164,698 151,052

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,291 1,796

繰延ヘッジ損益 2,029 1,291

為替換算調整勘定 △4,674 △3,749

評価・換算差額等合計 △353 △661

少数株主持分 8,596 7,725

純資産合計 172,941 158,115

負債純資産合計 2,124,834 2,132,892
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 567,273 539,552

売上原価 519,952 486,335

売上総利益 47,321 53,216

販売費及び一般管理費 ※1
 25,315

※1
 23,035

営業利益 22,005 30,181

営業外収益

受取利息 116 45

受取配当金 421 618

為替差益 1,698 766

持分法による投資利益 805 1,302

その他の営業外収益 1,151 1,016

営業外収益合計 4,195 3,748

営業外費用

支払利息 1,077 517

その他の営業外費用 332 180

営業外費用合計 1,410 697

経常利益 24,790 33,232

特別利益

投資有価証券売却益 169 99

償却債権取立益 － 32

貸倒引当金戻入額 34 －

その他 12 30

特別利益合計 216 162

特別損失

退職給付制度改定損 － 1,260

投資有価証券評価損 472 578

合併関連費用 749 97

その他 132 371

特別損失合計 1,353 2,308

税金等調整前四半期純利益 23,653 31,087

法人税等 ※2
 9,624

※2
 13,008

少数株主損益調整前四半期純利益 － 18,078

少数株主利益 405 495

四半期純利益 13,623 17,582
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 187,435 177,173

売上原価 170,813 159,715

売上総利益 16,621 17,458

販売費及び一般管理費 ※1
 7,808

※1
 7,692

営業利益 8,812 9,765

営業外収益

受取利息 31 2

受取配当金 59 169

為替差益 890 457

持分法による投資利益 214 245

その他の営業外収益 332 321

営業外収益合計 1,528 1,195

営業外費用

支払利息 340 166

その他の営業外費用 192 51

営業外費用合計 533 217

経常利益 9,807 10,743

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 995

投資有価証券売却益 138 －

その他 8 82

特別利益合計 146 1,078

特別損失

退職給付制度改定損 － 1,260

合併関連費用 235 －

投資有価証券評価損 179 －

その他 0 22

特別損失合計 415 1,283

税金等調整前四半期純利益 9,538 10,539

法人税等 ※2
 3,843

※2
 4,533

少数株主損益調整前四半期純利益 － 6,005

少数株主利益 110 154

四半期純利益 5,584 5,851
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 23,653 31,087

賃貸資産減価償却費 18,995 18,665

賃貸資産除却損 17,224 3,355

社用資産減価償却費及び除却損 1,552 2,046

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 472 578

為替差損益（△は益） △1,729 △766

貸倒引当金の増減額（△は減少） 491 △3,328

賞与引当金の増減額（△は減少） △600 △623

退職給付引当金の増減額（△は減少） △218 19

受取利息及び受取配当金 △538 △663

資金原価及び支払利息 16,939 11,903

持分法による投資損益（△は益） △805 △1,302

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △169 △184

退職給付制度改定損 － 1,260

割賦債権の増減額（△は増加） 47,438 4,265

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は
増加）

84,151 43,439

営業貸付債権の増減額（△は増加） 6,948 16,909

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 1,230 △6,438

賃貸資産の取得による支出 △17,628 △21,843

破産更生債権等の増減額（△は増加） 1,115 3,345

仕入債務の増減額（△は減少） △37,581 △24,617

その他 11,245 8,528

小計 172,186 85,636

利息及び配当金の受取額 751 952

利息の支払額 △15,997 △11,748

法人税等の支払額 △1,999 △4,933

営業活動によるキャッシュ・フロー 154,940 69,908

投資活動によるキャッシュ・フロー

社用資産の取得による支出 △1,413 △3,529

社用資産の売却による収入 8 －

投資有価証券の取得による支出 △5,522 △518

投資有価証券の売却及び償還による収入 477 499

子会社株式の取得による支出 △770 △0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 26,675

貸付金の回収による収入 1 1

その他 △1,067 702

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,286 23,829
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △135,691 △18,631

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

△54,600 67,100

長期借入れによる収入 181,374 118,700

長期借入金の返済による支出 △211,326 △244,493

債権流動化による収入 5,613 1,000

債権流動化の返済による支出 △57,398 △37,874

社債の発行による収入 － 1,000

社債の償還による支出 △3,500 －

配当金の支払額 △2,222 △3,944

自己株式の売却による収入 0 －

自己株式の取得による支出 △6 △1

その他 14 18

財務活動によるキャッシュ・フロー △277,743 △117,127

現金及び現金同等物に係る換算差額 293 △213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △130,796 △23,602

現金及び現金同等物の期首残高 67,387 50,947

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 71,132 －

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 33,161 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 40,885

※1
 27,344
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１. 連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、新たに設立したＴＣビジネス・エ

キスパーツ株式会社を連結の範囲に含めております。

なお、事業終了により１社を連結の範囲から除外しております。

また、センチュリー・ビジネス・サービス株式会社と東京リース

管財株式会社は平成22年４月１日付で合併し、商号をＴＣエージェ

ンシー株式会社に変更しております。

第２四半期連結会計期間より、新たに株式を取得した株式会社Ｉ

ＨＩファイナンスサポートを連結の範囲に含めております。

また、清算結了により１社を連結の範囲から除外しております。

　 (2) 変更後の連結子会社の数

93社

２. 持分法の適用に関する事項の変更 該当事項はありません。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事

項の変更

該当事項はありません。

４. 会計処理基準に関する事項の変更 (1) 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基

準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び「資産除去債務

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益

は 22百万円、税金等調整前四半期純利益は214百万円、それぞれ減少

しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

変動額は836百万円であります。

(2) 企業結合に関する会計基準等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企

業会計基準第21号  平成20年12月26日)、「連結財務諸表に関する会

計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)、「『研究開発

費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号  平成20

年12月26日)、「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第7号

 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第

16号  平成20年12月26日公表分)及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号

 平成20年12月26日)を適用しております。

　

　

EDINET提出書類

東京センチュリーリース株式会社(E05346)

四半期報告書

19/34



　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「償却債権取立益」

（前第３四半期連結累計期間は２百万円）は、特別利益の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期

間では区分掲記しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

前第３四半期連結会計期間において、特別利益の「投資有価証券売却益」（当第３四半期連結会計期間は29百万

円）は区分掲記しておりましたが、特別利益の総額の100分の20以下となったため、当第３四半期連結会計期間より

特別利益の「その他」に含めて表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１. 繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

ただし、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発

生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい

変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１. 税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

（退職給付引当金）

当社は、平成22年10月に退職一時金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に

関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

本移行により、当第３四半期連結累計期間の特別損失として1,260百万円を計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額

賃貸資産の減価償却累計額 94,971百万円

社用資産の減価償却累計額 2,007百万円

 

※１  有形固定資産の減価償却累計額

賃貸資産の減価償却累計額 90,462百万円

社用資産の減価償却累計額 1,928百万円

 
  ２  偶発債務

(1) 営業取引として、次のとおり保証(保証予約を含

む)しております。

営業保証額(保証予約を含む) 24,818百万円

機械設備等の引取保証額
（保証予約を含む）

2,653百万円

計 27,472百万円

 

  ２  偶発債務

(1) 営業取引として、次のとおり保証(保証予約を含

む)しております。

営業保証額(保証予約を含む) 21,663百万円

機械設備等の引取保証額
（保証予約を含む）

2,389百万円

計 24,053百万円

 

(2) 関連会社の金融機関からの借入に対し、次のと

おり保証(保証予約を含む)しております。

TISCO TOKYO LEASING CO.,LTD10,177百万円

Isuzu Finance of America,
Inc. 610百万円

計 10,788百万円

 

(2) 関連会社の金融機関からの借入に対し、次のと

おり保証（保証予約を含む）しております。

TISCO TOKYO LEASING CO.,LTD6,128百万円

Isuzu Finance of America,
Inc. 697百万円

計 6,826百万円

 

(3) 子会社の金利スワップ取引に対し、次のとおり

保証しております。（想定元本）

ティーエルシーカラマス㈱等 3,418百万円

 

(3) 子会社の金利スワップ取引に対し、次のとおり

保証しております。（想定元本）

ティーエルシーカラマス㈱ 2,537百万円

 

(4) 従業員の金融機関からの借入に対し、次のとお

り保証(保証予約を含む)しております。

従業員(住宅資金) 322百万円

 

(4) 従業員の金融機関からの借入に対し、次のとお

り保証(保証予約を含む)しております。

従業員（住宅資金） 356百万円

※３  担保資産

担保に供されている資産で、企業集団の事業の運

営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められるものは、次

のとおりであります。

リース債権及び
リース投資資産

113,965百万円

 

※３  担保資産

 
 
 
 
リース債権及び
リース投資資産

158,363百万円

※４  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 14,562百万円

 

※４  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 13,242百万円

 

※５  四半期連結会計期間末日満期手形の処理　　　　　　　

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機

関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものと

して処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日満期手形の

金額は、次のとおりであります。

支払手形 989百万円

受取手形 6百万円

　５  　　　　　　───────
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(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

従業員給与手当・賞与 10,408百万円

貸倒引当金繰入額 4,119百万円

賞与引当金繰入額 447百万円

退職給付費用 245百万円

役員賞与引当金繰入額 37百万円

役員退職慰労引当金繰入額 17百万円

 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

従業員給与手当・賞与 9,739百万円

貸倒引当金繰入額 1,310百万円

賞与引当金繰入額 935百万円

退職給付費用 521百万円

役員賞与引当金繰入額 55百万円

役員退職慰労引当金繰入額 20百万円

 

※２  「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調

整額」は、その合計額を「法人税等」として表示し

ております。

※２                  同左

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

従業員給与手当・賞与 4,272百万円

貸倒引当金繰入額 661百万円

退職給付費用 120百万円

役員賞与引当金繰入額 12百万円

役員退職慰労引当金繰入額 6百万円

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

従業員給与手当・賞与 4,124百万円

退職給付費用 266百万円

貸倒引当金繰入額 250百万円

役員賞与引当金繰入額 24百万円

役員退職慰労引当金繰入額 8百万円

※２  「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調

整額」は、その合計額を「法人税等」として表示し

ております。

※２                  同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

現金及び預金 26,694百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

－ 百万円

有価証券勘定に含まれる
譲渡性預金

15,000百万円

短期借入金勘定に含まれる
当座借越

△809百万円

現金及び現金同等物 40,885百万円

  

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年12月31日現在)

現金及び預金 25,150百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△254百万円

有価証券勘定に含まれる
譲渡性預金

3,000百万円

短期借入金勘定に含まれる
当座借越

△551百万円

現金及び現金同等物 27,344百万円

  

  ２  重要な非資金取引の内容

第１四半期連結会計期間に合併した東京リース株

式会社から引き継いだ資産及び負債の内訳は次のと

おりであります。
 

  ２  株式の取得により新たに連結子会社となった会社

の資産及び負債の主な内訳

株式の取得により新たに株式会社ＩＨＩファイナ

ンスサポートを連結したことに伴う連結開始時の資

産及び負債の内訳並びに株式の取得価額と取得によ

る収入（純額）との関係は次のとおりであります。
 

流動資産 1,434,010百万円

固定資産 143,839百万円

資産合計 1,577,849百万円

流動負債 901,914百万円

固定負債 603,483百万円

負債合計 1,505,398百万円

流動資産 123,709百万円

固定資産 524百万円

のれん 858百万円

流動負債 △111,121百万円

固定負債 △12,066百万円

少数株主持分 △350百万円

株式の取得価額 1,554百万円

現金及び現金同等物 △28,229百万円

差引：株式取得による収入 26,675百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22

年12月31日)

１. 発行済株式の種類及び総数

普通株式 106,624,620株

２. 自己株式の種類及び株式数

普通株式 11,734株

３. 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,919百万円 　18円 平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

平成22年11月４日
取締役会

普通株式 2,025百万円 19円 平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
賃貸事業
(百万円)

割賦販売
事業
(百万円)

営業貸付
事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
    売上高

157,88425,2552,204 2,091187,435 － 187,435

(2) セグメント間の
    内部売上高又は振替高

－ － － 117 117 (117) －

計 157,88425,2552,204 2,208187,552(117)187,435

営業費用 148,79724,6181,719 1,759176,8931,728178,622

営業利益又は営業損失（△） 9,086 636 485 449 10,659(1,846)8,812

　
前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
賃貸事業
(百万円)

割賦販売
事業
(百万円)

営業貸付
事業
(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
    売上高

475,50579,2346,154 6,379567,273 － 567,273

(2) セグメント間の
    内部売上高又は振替高

－ 1 － 464 466 (466) －

計 475,50579,2366,154 6,843567,740(466)567,273

営業費用 448,60478,7515,703 6,921539,9815,286545,267

営業利益又は営業損失（△） 26,900 484 450 △77 27,758(5,753)22,005

(注) １. 事業区分は、主たる営業取引の種類により区分しております。

２. 各事業の主な品目は次のとおりであります。

(1) 賃貸事業………情報関連機器・事務用機器、産業工作機械、土木建設機械、輸送用機器、医療機器、商業・

サービス業用機械設備等の賃貸業務(賃貸取引の満了・中途解約に伴う物件販売等を含む)

(2) 割賦販売事業…商業設備、生産設備、輸送用機器等の割賦販売業務

(3) 営業貸付事業…金銭の貸付業務等

(4) その他の事業…営業目的の有価証券及び匿名組合等への出資等の投資業務、建物転貸取引業務、手数料取引

業務等

３. 第１四半期連結会計期間における東京リース株式会社との合併等により、セグメント資産が前連結会計年度

末に比べて賃貸事業は901,963百万円、割賦販売事業は137,466百万円、営業貸付事業は170,362百万円、その他

の事業は62,119百万円それぞれ増加しております。

４. 会計処理方法の変更

(営業投資有価証券)

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、金融収益を得るため

に所有する有価証券等について、第１四半期連結会計期間より営業取引として会計処理する方法に変更してお

ります。

これにより、従来の方法によった場合と比べて第３四半期連結累計期間のその他の事業の売上高は198百万

円、営業利益は96百万円それぞれ増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期間(自  平

成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期間(自  平

成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。　

当社は、主として賃貸事業、割賦販売事業を営んでおります。また、これらに付随する金融サービス業を営んでいるこ

とから、「賃貸・割賦事業」及び「ファイナンス事業」を報告セグメントとしております。

「賃貸・割賦事業」は、情報・事務用機器、産業工作機械、商業・サービス用機器等の賃貸業務（賃貸取引の満了・中

途解約に伴う物件販売等を含む）及び割賦販売業務を行っております。「ファイナンス事業」は、金銭の貸付業務、営業

投資目的の有価証券及び匿名組合等への出資等の投資業務等を行っております。

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他
（注）

合計　
賃貸・割賦事業

ファイナンス
事業

計

売上高 　 　 　 　 　
外部顧客への売上高 525,566 9,224 534,790 4,761 539,552

セグメント間の
 内部売上高又は振替高 - - - 322 322

計 525,566 9,224 534,790 5,083 539,874

セグメント利益 32,622 3,120 35,743 945 36,688

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売買取引及び手数料取引等であります。

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他
（注）

合計　
賃貸・割賦事業

ファイナンス
事業

計

売上高 　 　 　 　 　
外部顧客への売上高 172,510 3,021 175,531 1,641 177,173

セグメント間の
 内部売上高又は振替高 - - - 91 91

計 172,510 3,021 175,531 1,733 177,265

セグメント利益 10,442 1,119 11,562 401 11,963

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売買取引及び手数料取引等であります。
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３. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 35,743

「その他」の区分の利益 945

セグメント間取引消去 △322

全社費用（注） △6,184

四半期連結損益計算書の営業利益 30,181

(注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 11,562

「その他」の区分の利益 401

セグメント間取引消去 △91

全社費用（注） △2,106

四半期連結損益計算書の営業利益 9,765

(注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

(追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平成21年３

月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号　平成20年３

月21日)を適用しております。

(金融商品関係)

該当事項はありません。

(有価証券関係)

該当事項はありません。

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

     １. １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 1,541円 51銭
　

１株当たり純資産額 1,410円 61銭
　

　

     ２. １株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 127円 78銭
　

１株当たり四半期純利益金額 164円 92銭
　

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期純利益                   (百万円)13,623 17,582

普通株主に帰属しない金額       (百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益     (百万円) 13,623 17,582

期中平均株式数                   (千株)106,616 106,613

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 52円 38銭
　

１株当たり四半期純利益金額 54円  89銭
　

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期純利益                   (百万円)5,584 5,851

普通株主に帰属しない金額       (百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益     (百万円) 5,584 5,851

期中平均株式数                   (千株)106,616 106,613
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

(リース取引関係)

該当事項はありません。

２ 【その他】

平成22年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

①  中間配当による配当金の総額……………………2,025百万円

②  １株当たりの金額…………………………………19円00銭

③  支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月10日

(注)  平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成22年２月５日

東京センチュリーリース株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    林    雅    和    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉    山    正    治    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    木    村          修    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京

センチュリーリース株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日

から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京センチュリーリース株式会社及び連結子

会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期報

告書に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成23年２月７日

東京センチュリーリース株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    林    雅    和    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉    山    正    治    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    福　　村　　 　寛       ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    有    川       勉 　    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京

センチュリーリース株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日

から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京センチュリーリース株式会社及び連結子

会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期報

告書に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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